
12月9日の報告内容（東海第二発電所に関する耐震安全性評価報告書の再点検結果）

東海第二発電所に関する耐震安全性評価報告書の再点検結果の追加報告について（概要）
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【問題点の抽出】

・業務実施者が表計算ソフ
トの入力データを誤った。
・入力結果の確認において
誤りを発見できなかった。

【原因分析】

・誤りが無いという思い込みが強かった。
・誤りがあることに気が付かなかった。
・確認手順が確立されていなかった。
・第三者のチェックが行われていなかった。
・第三者のチェック対象になっていなかった。

【再発防止対策】

解
析
会
社

入力データの誤りについては，現行の品質保証体制が確立する以前の委託業務において発生したものである。
現行の品質保証体制は，入力データ及び条件設定等を確認することが明文化されている他，受注者に対する品質要求の強化がなされているこ

とから，今後，同様の誤りが発生することはないと考えている。
解析業務に携わる関係部門に対しては，本事象について事前に詳細を周知し，同様の不具合の再発防止に努めている。

耐震安全性評価報告書の再点検のなかで，原子炉建屋の地震応答解析モデルにおける入力データ誤りがあったことを確認した。
正しい入力データを用いた再評価を実施した結果，耐震安全性に影響がないことを確認した。
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添付資料

入力データの誤りに関する再発防止対策等の取り組み状況について，追加で報告するよう指示を受けたため，その内容を追加報告した。

・今回の不具合事象の教育を実施した。
・現行のQMS規程には，表計算ソフトを用いた計
算の確認手順が確立されている。

・現行QMS規程には、第三者の詳細なチェックを
行うことが規定されている。

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始時に今回の不具合事象について教
育を行う。

【問題点の抽出】

・当社によるデータ確認が
行われていなかった。
・受注者に第三者によるレ
ビュー検証を要求していな
かった。

【原因分析】

・当時のQMS規程には、当社がデータチェッ

クを実施することが規定されていなかった。
・当時のQMS規程には、業務プロセス管理を

要求することが規定されていなかった。

【再発防止対策】

・現行のQMS規程には、当社がデータチェックを実

施することが規定されている。
・現行QMS規程には，業務プロセス管理を要求す

ることが規定されている。
・報告書作成前にチェック体制・方法を定め，関係
者に過去の不具合事象を教育する。

今回発見された不具合事象については，現行の品質保証体制が確立される以前に実施された解析業務により発生したものであり，不具合事象
の発生について，問題点の抽出及び再発防止対策の検討を行い，当社及び受注者の現行QMS規程によって対策が完了しており，今回実施した

耐震安全性評価報告書の再点検において有効性を確認している。
今後も入力データの誤りを未然に防止する観点から，社内教育を充実させ品質保証活動の有効性を継続的に改善し，信頼性向上に努めていく。

追加報告（12月19日）の内容

※敦賀発電所に関する耐震安全性評価報告書の再点検結果は，10月31日に報告し問題ないことを確認済

※：敦賀発電所に対しても本事象を周知すると共に，既に同様の誤りの発生が未然に防止できるよう現行の品質保証体制が確立されていることを確認した。


